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　佐土原集落の共同墓地にたたずむこの地蔵は、数世代に
渡り男子を授かることができなかった一家が『男子が生ま
れるように』という願いを込めて建てられたと云われており、
親しみと敬意を込めて “地蔵どん” と呼ばれています。
　共同墓地ができる前は、４畳程のかやぶき屋根の小屋の
中に建っていたそうで、当時の人々は農繁期になると、自分
の子ども達を小屋の中の “地蔵どん” に預けて農作業に出か
けたそうです。ちなみに、私の父もその小屋の中で遊んだ
経験があるそうです。
　そんな “地蔵どん” にはよだれかけが２枚かけられており、
今でも隣の灯篭の中には賽銭が置かれています。

おおさき認知症部会

№ 60　住民環境課環境対策係　吉原　聡
そう

環境対策に関することを担当しています。

～佐土原の『地蔵どん』～

知症部会は、平成24年６月に発足し、２か月に１回町保健センターで話し合いの場を設け、介護者、おおさき認知
ー、民、民生委委員、員、町職町職員な員 どで構成構成されています。。認知認知症サ症 ポータ

。認知いようです。認知症の生活を送る認知症高齢者や支える家族の日常はご苦労が多いようです。認知症のことは知っていてす。認知症多いようです。認知症の町内で在宅生
周囲も認知症のことが分からないないす。家族だけではな 周囲 のこ らないも認知症のことが分からない適切な方法が分か ずらず、悩み苦しんでいます。家族だけではな 周囲 のこ 分からないでではなは く、、切な 周分か も認知症のことが分からない周囲も認知症のことが分かからないけではなく、周囲も認知症のことがが分からない家族だけでは が分からないす。家族だけではなく、周囲も認知症のことが分分からないなく、周囲も認知症のことが分からないも、具体的で適も 適
現現現象現象。これは町内だけでなく、 現象であって考慮すべき問題です。生じ、生活に困難さが起きます。これは 内だ 、全国全国的なな現現生じ、生 現象でな現困難さ す れ 全国的な現象く、全国的町内だけでなれは町内だす。これは町 けでなく、全ために誤解が生生ために

りやりで成で成り立り立っっ いまいます 家協 と力と思い思いやりやり 立っ いますす。家家族 ははなくなく 周、周囲の囲の方々方々 支支え手え手ですです。活は活は多く多くの人の人の協の協力と力 思い 々々々々々々もももも支も支っっっっててっ いいいいいい 家族家族家族族家族家族だけだけでではではではでははは ない くく 周、のの りやりで成で成り立 す。囲 方方います。家立っていまやりで成りと思いやりでの協力と思い 成り立って私私たちたちの生の生活活ちちの生の生活活私私
みみの 族家族 とにとって で 住み住み慣れ慣れたた 所の家族家族にとにとってって、で、できるきるきる限り限り限り住住り住み住み慣れ慣れたた場た場所所で所で過ご過ご過 せるせるせるようよう 地、地、地域域の域の方々方々方々ととととととももにもに 緒一緒緒 考に考に考ええ、え、町町町の家族家族 緒た場場場場場所所所所所そののの よううよう 地過ご過ご過ご過ご過ご過ご過ご過過場所で場所所 の方々族にと り住み慣 町とともに一緒限り住み慣れたできる限り住み慣その家族にとって、できその家族にとってその家族にとって、できる限り認知症知症症認知認知症認知認知症症症ののの症症の方や方や方や方やそそそそ認知症認知症認知症の方やそ認知症の方やそ認知症の方やそ認知症

仕組みを作 てい作作作作 てってっていきいきいきますますますます。。仕仕仕仕組み組み組み組みををををぐるぐるぐるぐ みみみみみででみでみみ 支え支え支える仕る仕るる仕仕仕 みを作っ仕組みを作 ていき仕組ぐるぐるみみみみででででみ 支え支支支えるるるるる

　こんにちは。大
崎町地域包括支援
センターの竹元で
す。今回、当セン
ターで主催してい
る『おおさき認知
症部会』について
紹介します。

　この会は『大崎町を認知症の人や
その家族が自分らしく住めるまちに
する』ことを目標とし、まちづくり
の視点で活動していますので、部会
の活動のことで興味をもたれた方は
お気軽にご連絡ください。
　　　　　　　　　（☎471-7828）

会長

竹元　康博
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